
5606A trr- F"=7'y2

1)イ士 様

機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振 動 数

25.60″π

4.25'″″

21,600回 //H寺

自動 巻 (手巻 装 置付 )

カ レン ダー (日 付 、曜 日、曜文 字 和 英

切 換機 構 、 日・曜 修 正 装 置付 )

秒針 規 正 装 置

2)特  長

便 利 な機 育ヒを豊 富 に備 えて お り、 それ らが極

め て コ ンノヾ ク トに ま とめ られ て い ます か ら、

スマ ー トな外装 デザ イ ンを得 るこ とが で きま

す。 しか もテ ンプの保 有 エ ネル ギー は十分 に

確 保 され て い ます か ら、優 れ た精 度 が得 られ

ます。 5606Aは ぁ らゆ る面 で高 い水 準 をゆ く

機 種 です。

3)分 解 0組立

分解は図の番号①―④の順序に分解 して くだ

さ い。

組 立 は 図 の 番 号 ④ ― ① の順 序 に組 み 立 て て く

だ さ い。

4)注  油

図 の 色 はツ由の本重菊1と 注 ,由 筒 所 を示 し ま
―
す。

● メービスA

● メービスグリース

翡 セ イ コー ウ オ ツチ 油 S-6

これ ,ス クトの

'由

を使 用」す る t笥 司†ιま方りにオ旨牙ヽ して

あ ります の で指 示 に従 っ て確 実 に注 油 して く

だ さ い。

'主

)才旨力tの な い 箇「
rに は 、 注 ツ由の 必 要 が あ り

ませ ん。

ムー フメ ン ト
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5606A カ レ ン グ ー 機 構

―――――――――――――――――――
―
――――――――

 ――一日寺分秒針―」①

「

―一文字板―③

Jc++Ex \.2-@
日車・H君車 の 回 転 具 合 確 認

朝工引Э
Лギ車押工⑤ まで組み ましたら日車

曜車の修正具合 を点検 して くださ

い。(リ ュウズを 2段 日に して左オr
に回転 させ る )

、取 り付 け 方 ―=― 一 ―一
」

〔取 り付 け 方 〕

ピ ン セ フトで Lか F,押 し
込 む (面 を とっ て あ る方

を下 イ員1に して くだ さ い )

秒

〇

餞

日・曜 送 り時 刻 お よ び針 の ス レを

点 検 して くだ さ い。

秒 針 規 正 興 イヽ の 点 検

唯
嘩
嘩

陣

呻
　
暗

Ｑ
求
め
⑫
①

警環製基ダ[?キ電:『
歯車_曜車=Э

曜車押工⑤ の取 りはず し

て取 りはず し方〕
ドライバーで

こし Lげ る

5́606の 筒 ヵ ナ は。.う印 の 筒 所 をつ ぶ して あ
りませ ん。針 国 し トル ク nF・l撃 は二 番 車 (マ

サ ツ カ ナ )で 行 い ます の で t■ っ た ぃ に→

「 日
の 箇 り千をつ 3ゞ さ な い て くだ さ い。

この 点が 5606の 特 徴 です 。

/ロ コ巨案 1勺 部 4則 rnに
/  2ヶ

'iご
く少 景 注 油

あ る た め 抜 け ませ ん。

こ の 軸 に は注 油 しな い て

く オビさい。

曜 文 字 禾口英 切換 装 置

曜 車 に英 語 と 日本 語 の曜 文 字 が 印刷 され て お り

か好 む方 の文 字 を出 す こ とが で き ます。 一 度 セ

常 に同系 の文 字 のみ が現 われ ます。

注 意  午 後 8時頃 か ら午 前 1時頃 までの 間 は、 日・ 曜送 り時 間 の ため 日・ 曜修 正 装 置 、曜文
字 和 英切 換機 構 は、 は た ら きませ ん。

(7)曜修正伝工車止ネジ

正 伝 工 車

制 レ バ ー 止 ネ ジ

制 レ バ ー (日 卓 押 工 の イlllき

押 工 止 ネ ジ

才甲エ ーーーーーーー=一

こ の 車 の 軸 に は注 油

しな い で くだ さ い。

CE〉
日送 車 ■Lネ ジ

使 用 者 が 日・ 曜 修 正 装 置 に よ っ て 、 自由 に どち |,

卜す る と、 時 計 は 1日 に 2文字 づ つ送 ります か ら、

―-56062ヽ -2 -



5606A 自動 巻 機 構 脱 進 調 速 機 構

④
回転鍾止ネジーーーーー 1回 転錘の回伝具合 を点検す るか

てか らネジ lllめ して ください。

ボ ー ル ベ ア リ ン グ の 注 油 は 3ヵ 所 ´

裏 側 か ら注 油 し て く だ さ い。
|

|

等
←

凹の部分 が _1■図のようになる

よう組み込 んで ください。

ネ〇 が「 とび」やす くな りま

すので注意 して ください。

①好憂雖
/

¨
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⑩

①
L

◎

アンク

Qり〉, ,ゝ(、 1ヱ蕉覇π裏
7■ 意 して くだ さ い o

コ ン ドセ ッテ ン グ

リュ ウ ズ を 3段 目に引 き出 して針 回 しの

,大 態 ιこす る と規 Iレ バ ー の 尾部 が 、 巻 ,等

先 端 か らは ず れ頭 部 が テ ンプ を押 え るの

で 、時 計 が止 ま ります。 リュ ウ ズ を押 し

込 む と規 正 レバ ー が テ ンプ か ら離 れ 時 計

が動 き始 め ます。 従 っ て秒 ま で正 確 に合

わせ られ ます。

ア ン クル

ク ワ形 部 に

立 て た ピ ン

が ア ン クル

受 の切 り欠

き部 に 当 っ て 、作 動 が規 制 さ

れ ます。

従 っ て ドテ ピ ンは あ りませ ん。

自動 巻 部 の 作 動

一 番 仲 介 車

二 番 仲 介 車

・ 回転 錘 が左 右 どち らの 方向 に回転 して も、 そ

れ が 切 換 伝 工車 の lllJき に よ っ て一 定 方 向 の 回

転 とな り、常 にゼ ンマ イが巻 か れ ます。(切換

伝 工車 は 歯車 とカナ が分 離 され て お り歯 中 に

と り付 け られ た ツ メ とカナ に と り付 け られ た

ツ メ車 が か み 合 う と きの み カナ と一一体 に回転

し ます。 上
`員

りの歯 車 は 、点 線 矢 印 方 向 の と き

の み カナ と一 体 に回転 し、下 lHlの 歯 車 は 、実

摯良矢 印 の 方向 の と きの み カナ と一―l■ に []車云し

ます。

・伝 工車 は 、伝 工 車受 に よ っ て一 番 受 に と り付

け られ て い ます。

巻 具
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5606A 輪 ‐Ｉ
リ夕

注 )イ Hし  番 仲 介 車 の を組 み 込 ん だ状 態
で は角 穴 ネ ジ に よ る ゼ ンマ イ巻 は さ

け て くだ さ。

丸穴卓は受 に「カ

はずれ ません。

メJて
',る
た め

ガンギ車」(4∋

四番■≡O

ナ ツ カ ナ  注 油 は右 図 の 簡 所 に確
実 に行 っ て くだ さ い。

右 図⇒ 部 分 の 摩 擦 に よ り二 番 真

とマサ ンカナ が 固 定 され て い ま す

これ は他 の機 種 の 二番 真 と筒 カ

ナ の 関 係 と同 じで す 。

蜃
⑫奉伸介車――ン

/

ゼンマイを巻 き輸列がJT常 に |ュ l転 テるか

(D〉
t71換伝工車

恋

①卜角穴車

(D)ト
ー番受―■晟 ii「

重

番受を要返した図です。 ′
十
~~~~~― ‐ ―一―― ‐―――― ―――――― ‐＼
|

|

|

く

丸 穴 車 と受 の 1濁 に 注 油

切 換 伝 工 車 は 上 ‐下 歯 車 と も 、 カ ナ を上

に して 、 歯 車 を右 回 転 さ せ た 時 ロ ンク し

左 回 転 さ せ た 時 軽 く逃 げ 回 れ ば 正 常 で す 。

(E〉
伝 工 車

_11下 の ア`メ車
`■

2ヵ

所  (4--5枚 に )注油
して くだ さ い。

ｌ

ｔ

、

二 番 車 、

＼
二番ぅ香箱

輪 列 (力 の 伝 達 経 路 )

二 番 車 が 中心 か らは ず れ た位 置 に あ り二 番 車 に は め 込 まれ

たマ サ ツ カナ に よ っ て事 輪 列 とう墓糸各し ま
―■.

マ サ ツ カナ は通 常 は二 番 卓 と一 体 に回 転 します が 、 リュ ウ

ズ に よ る針 回 しの と きは 、 か ら回 り し ます。

地 板 中′し、部 に筒 カナ を受 け る筒 カナ軸 が立 て られ て い ます。

四 番 草

ガ ン ギ 車

--(-?t'v h) )

筒 カ ナ

筒 車
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5606A 切換機構

/■

“

1)じリ
ー日ノ裏押エネジ

 _ .._

ネ ジ を軽 く締 め て か ら ビ ンセ

ッ トを図 の 所 (× 印 ),こ あ て

→ 方 向 に 押 して バ ネ の先 端 を

揺 動 規 正 レバ ー の 裏 面 に ひ っ

か lナ て くだ さ い。

オシツ
=J(1)

イ立置 に な■意
ン
　

　

　

一
　

　

　

ツ

　

　

キ

力
　
　
　
一　
　
　
　
ツ

瑠
荀

ヌ
　

　

カ
　
　
　
一ミ
　

　

チ∩ 日躍制レーーーベネを兼ねていますので

変形 させ ないで くださぃ

リュウズ通常位置 (ゼンマイ巻 )

キ チ車 と ソ ゾ ミ車 が か み

合 っ て お りこの位 置 で 、

リコ_ウ ズ を回 わ す とゼ ン

マ イが巻 か れ まう。

リュウズを二段目に引き出した位置 (日 付・曜日のセット)

ツ ブ ミ車 と小 鉄 卓 (小鉄 伝 工 車 の下 に あ り、小

鉄伝 工車 と一 体 に回 転 し ます )が か み 合 い 、 こ

の位 置 で リュ ウ ズ を右 回 転 す る と曜 卓 が 、左 回

転 す る と 日車 が 1多 Iさ オtま ―ケ。

(修正 車 は 、リュ ウ ズ を回 す 方 向 に よ り H車 とか

み合 っ た り曜 修 正 伝 工車 とか み 合 っ た り します )

伝

―
ヽ

１
■

、
、

″
マサツカナ

5606Aの オ ン ド リは 3率難 頁あ り ま 」
の こオ ン ト リ交 換 ケ ー ス 交 換 の 今 は

S EIKOゥ ォ /チ 音6品 カ タ ロ グ を 参 照
L正 し い 部 Tlと 交 換 し て くだ さ い .

オシ日0
機 械 が ,― ス に 入.‐ で し,る 時 は

1が ,ス を は ず した J大 態 )■・~‐ F・

分 が え
`子

i17と 月FIの 問 か ら 見 え ま

す の で '部 を押 しな 力‐,巻真 を

巻 真
①

リュウズを三段日に引き出した位置(時安1のセット)

切 換 車 が オ ン ド リに押 され修 正

HJ間 車 とマ サ ツ カナ が か み合 い 、

こ こ で リュ ウ ズ を回 す と針 が t●」

ります。

修 正 中 間 草

工 車 (上 )

小鉄車〈下 )
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